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　　　 トランプ大統領誕生
　

　日本は、敗戦後、連合国の植民地となりました。だが、日本人は、植民地であること
の自覚がありません。学校教育においても、敗戦によって、植民地になったことを教え
ません。今の若者は、敗戦したことも知らないのが現状ではないでしょうか？ 植民地で
あるため、直接的には、米軍に管理監督されています。したがって、日本は、その管理
費用として、多額のお金を米軍に支払っているのです。その点からすれば、米軍は、日
本の用心棒だともいえるのです。
　

　植民地であることは、決して不幸なことではありません。戦後、日本の平和と経済発
展は、植民地であったことの恩恵なのです。しかしながら、平成後半から、急激に日本の
経済は低迷し、労働者の待遇が低下していきました。これは、中共の影響が強大になっ
てきたからです。本来ならば、米軍の管理の下、日本経済は、発展し続ける予定でした
が、アメリカが、中共の植民地になってしまったため、間接的に、日本は、中共の植民
地となってしまったのです。
　

　

　ということは、アメリカが、中共から独立しない限り、日本は、中共の植民地であり
続けることになります。この点からすれば、日本は、他力本願ということになりますが、
これは、現実なのです。今回の大統領選挙で、トランプ大統領が誕生したことは、アメ
リカの中共からの独立が期待できます。もし、トランプ大統領が、かつてのアメリカを
取り戻せば、日本もかつての国際的地位を復活できることでしょう。トランプ大統領の
政治に期待しましょう。
　

　

　

　　　　　　一休川柳
　

　＊リコールで　移民政権　打倒せよ！
　＊これからだ　ビビり始めた　移民兵
　＊詐欺タヌキ　リコール兵器で　迎撃だ
　＊大和民　移民政府を　許さない!
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　＊リコールで　不正選挙　闇暴く!

　

　＊このままじゃ　議員も知事も　アカくなる
　＊闘争だ　リコールこそが　民主主義！
　＊詐欺タヌキ　リコール一発　撃沈だ！
　＊リコールで　工作員へ　反撃か?

　＊検察も　警察までも　不正です
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